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可視化された情報のどこに着目している
のか⇒進捗状況の選択肢をもとに、声掛けを
するか見守るかを判断している。

また、書き込み内容を見て、明らかなコ
ピーがないか、誤った理解をしていない
かをチェックする。

個々の児童生徒にどのように指導するの
か（介入するタイミング等）⇒ステータスに基づいて
「取り組み中」机間指導により直接様子
を見守る。

「悩み中」友だちに聞けている様子なら
見守り、困っているようなら声掛けをし
て、すでに書き込みができている友だち
につなげる等の支援
「終わり」書き込み内容をチェック

次時の指導の改善にどのように活かした
か⇒想像以上に子どもたちが自律的に学習
を進められている姿に驚いた。これまで
指示や説明を多くしすぎていたことを実
感でき、次の指導に活かそうと思えた。

資料①～⑦はどこから
取り組んでもＯＫ

教科書本文に掲載されている資料について、
「資料があることでどのような内容が分かり
やすくなっているか」について、記述する

いまのステータスを選択

進度や困りを先生・友だち
間で共有する


